
 

行政書士冨田賢事務所報 ２００９・夏 

冨田事務所からごあいさつ 

～明朗・誠実・一生懸命をモットーに～ 

北区赤羽２丁目で産声を上げた行政書士事務所です。 

小学生から地元北区でお世話になり、法政大学法学部を卒業

後、川口市役所(契約課物品契約係、公民館などを経験)で丸 10

年勤続し退職、一念発起し 2 度目の試験でようやく合格しまし

た変わり種の行政書士です。 

建設・宅建を得意としますが、会社設立、相続、内容証明、

その他各種許認可についても行いますので、どうか宜しくお願

いいたします。 

行
政
書
士
試
験
は
努
力
で
受
か
る
！ 

 

今
回
は
意
外
と(

？)

知
ら
れ
て
い
な
い
行
政
書
士
試
験
に

つ
い
て
。 

私
が
合
格
し
た
平
成
１
９
年
度
試
験
は
合
格
率
８
％
と
、

例
年
よ
り
少
し
高
め
で
し
た(

最
低
だ
と
約
２
％)

。
だ
か
ら
ま

ぐ
れ
で
受
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
の
知
り
合
い
で
は
４
度
目
で
合
格
を
果
た
し
た
と

い
う
壮
絶
な
方
も
お
ら
れ
る
の
で
す
。 

 

法
令
で
５
０
％
以
上
、
一
般
知
識
で
４
０
％
以
上
、
全
体

で
６
０
％
以
上
を
と
れ
ば
合
格
。
面
接
や
論
文
な
ど
は
な
く
、

筆
記
の
み
の
１
年
に
一
度
だ
け
の
一
発
勝
負
。
法
令
で
は
、

学
校
時
代
に
一
度
は
勉
強
す
る
憲
法
な
ど
が
出
ま
す
が
、
や

は
り
行
政
法
各
法
で
稼
ぐ
べ
き
で
、
民
法
は
確
か
に
難
し
い

で
す
。
一
般
知
識
で
は
、
現
代
国
語
の
読
解
文
は
学
生
期
に

勉
強
し
ま
す
し
、
政
治
・
経
済
・
社
会
関
係
は
日
頃
の
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
十
分
に
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。 

 

た
だ
し
法
令
部
門
は
、
一
つ
の
条
文
に
ま
た
次
の
条
文
、

と
い
う
具
合
に
解
釈
が
重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
系

的
な
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
ど
の
資
格
試
験
に
も

共
通
し
ま
す
が
、
長
期
間
で
勉
強
す
る
と
初
期
に
勉
強
し
た

内
容
を
忘
れ
が
ち
で
す
の
で
、
毎
日
一
定
の
勉
強
時
間
は
必

要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
法
律
系
資
格
試
験
の
登
竜
門
と
言

わ
れ
、
司
法
試
験
に
比
べ
る
と
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
の
で
す
。 

 

受
験
指
導
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
拙
い
工
夫
話
、
苦
労

話
で
し
た
ら
い
つ
で
も
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

※
こ
の
文
章
は
読
者
の
資
格
試
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
責
任
を

負
う
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

裁判員制度の参加について 

いよいよ５月中旬より施行されている新しい形態の市民参加制度ですね。しかし法律系の

職に従事している人は裁判員になれない、という話を聞き、慌てて法務省に確認の電話をし

てみました。結果は果たして!? 検事、弁護士、司法書士、法律系の大学教授、准教授などは

なれませんが、行政書士はなれます、とのことでした。 



 

２つの「書士」のちがい？ 

 司法書士と行政書士・・・・ 

私の知る限りで、日本で「書士」と名の付く資格はこの２つしか知りませんが、

一般の方にとってこれほど区別がつきにくいものはないかもしれません。事実、

私があるお客様のところに訪問した際、「冨田君、司法書士と行政書士はどう違

うんだ？ 君は行政書士だが何ができるんだ？」と質問されたことがあります。 

私はその時、慌てて「裁判や交渉代理は弁護士にしかできない。登記申請は司

法書士にしかできない。それ以外で、それぞれの士業の法律(例えば弁護士なら

弁護士法)で禁じてさえいなければ、行政書士は何でもできます」とお答えしま

した。特に行政書士法第１条の２第２項の「行政書士は、(中略)、その業務を行う

ことが他の法律において制限されているものについては、業務を行うことができない」と

いう部分が、頭に強くこびりついていました。 

まあ、当たらずとも遠からずといった回答でしたが、確かに行政書士の可能業務は

広範囲に渡りまして、実に世の中の約１０，０００種類の書類作成ができるとも

言われています。 

本題に戻って、２つの「書士」のちがいですね。司法書士法・行政書士法にそ

れぞれ固い条文がありますが、それは置いておいて、両書士に共通するのは書類作

成の代理ができるという点です。特に行政書士は役所に提出する書類が圧倒的に多

いのです。官公署に提出する書類のみならず、その他権利義務又は事実証明に関す

る書類（実地調査に基づく図面類を含む。）も作成できます。「権利義務・・・」というの

が、例えば遺言、契約書、離婚協議書などですね。裁判はできませんが告訴状は作

れますし、交渉代理はできませんが和解書(ただし内容が確定しているもの)も作れるの

です。 

一方、司法書士は裁判などの書類も作りますし、何より中心となるのは不動産

の登記申請の代理です。書類を作るだけじゃなく法務局に本人でない者が登記

申請書類を持っていくことは行政書士には認められませんが、司法書士には認

められています。 
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